
阿蘇植物概観

田代善太郎

1. 
の山腹下部l士常緑/ 閏葉樹多くνヒ類、カジ類、アラカ| 阿蘇植物の概観と中央火山欝並に外輪山のフロラと
ジ、アカガν、ウラジロガν、イチヰガ志/ 、 V ラカ | 其四囲との関係
ν、イヌガジ、タプノキ、カゴノキ、ジロダモ、ヤプツ| 阿蘇山のプロラにつきて概観すれば中央大山苦手は多
パキ、サザy クワ、サカキ、ヒサカキ、ネズミモチ、 l く、原野を以て蔽はれ渓谷に僅少の山林を有するのみ
イヌツゲ、 γキミ、クロキ、サソブジユ等を主としハ IIとて其種類も単純なれど分布 k注意すべき種類は原野
マクサギ、ネヂキ、 νラキ、カラスザγν ヲウ等を lにあり、火口原は阿蘇谷に広く南那谷に狭〈しかも後
混じ下オてにはアヲキ、ハクサジポク、ナハνログミ等| 者は早〈耕地と化したるを以て其中にありし特殊の植
の潅木あり、 k部にはヤマザクラ、ウハミヅヂケラ l物に? t きでは空nるに由なし、前者は明治の末期までn Y :
類、 νデ類、カヘデ類、ヤマボウγ、カナクギノキ、 I  )11無同夜千町無同に荒主要地を存じたれど穐々の摺沢植
ケヤキ、アサガ弓、アハプキ、ツリパナ、コナラ、ミ| 物に富め事実を知るを得たり、今やNf7. K につぐに関想
ヅナラ等あり、渓谷にはカツラ、フサザクラあり、 | 合l立てし頗る! 日観を失ひ慢に痕効: をR1むろに否さり之を
頂上に近〈ブナノキありモミ、
緑常潤葉樹を混ず、下木にはアブラチヤ γ、 γ ロモ| も中央火山帯の山登と外輪山火口墜とには外輪山をヘ
ジ、クロモジ、ダソコウパイ、ムνカリ、ミヤ- < V グ| て侵入せる多少のUI林を有するも其種籾はなお単純な
レ、サハブタギ、ハヒノキ、プマキ、原野に近〈ノリ| るを免れず、た皆、立野火口瀬の辺には頗る林相の発達
ウツギあり。 Iを見る。
2. 火口; j 震の植物= 千田T無田 7長び吹川無回の特色ある| 札輸山の犬部分はススキ、ハギの写、中に種々の球
植物と其の地理的令布 i木を生ずる原聖子なれど主主間に種々の 'Tj布上注意すべき
千町無田次需に乾燥するをu てス、キ、共他の乾生 l積類を包裁す、裾野の下部の渓谷にはそれぞれ山林あ

主主本、木本と共に侵入し湿生植物の範囲せばめらる、な| り、西地部及商南部には特に上方にまで発達せる山林
おヨν、ス、キ、ヌマガヤ、 νユシジユガヤ等の中に| を有す前者は鞍岳の渓谷たる深葉、失護の山林にして
ツクνフウ口、ヒゴV ヲγ、ミコνギケ、ホソパリ γ | 植物の穆i績に言; み叉良材を還するをJ: L て名あり、次第
ダウ、ノハナνヨクブ等の分布 t注意すべき植物を産| に伐採ぜらるも早〈調査せるものあり之を知るを得た
す、千町無田と併せ称せられたる日引11無、問には、なお| り範囲は広し。
荒地ありホソパリングウ多〈業 部にはサクラサウあ| 阿蘇UI撃のフロラを構ザムする分子の由来につきて者

阿蘇植物 ! て之に生ずる純物、其生懸をふするより全範開に豆り
3. 中央火山群の植物 | 問る其膨響を安心西北の按岳の渓谷は筑豊の! 1j!世に
。噴火口附近組物 | 接触して其影響を受It南部は祖母山素より丙アをする九
。登山道附近の植物 阿蘇登山道路中最も短距離に l州南部山脈? と接して其影響を受く各方面のフロヲを細

して火口を見るに便定- % ，きは坊中よりの道なりされど| かに調べて其四囲と共に研究するは頗る興味深きこと
植物観察の上よりは最単純なり、暫くに杉造林中を通! なり。
りてのちは、ススキ、 トグνパ、等の生ずる野をのぼ| 材中外輪山並に中央火山若手に於ける原野若く、沼沢
る、草はすべて短し其問に貝ゆる木本はニνキウツ| 地に生じて久住山棄に由来すると考ふべき? 布上注意
ギ、コウツギ、オホヤ - < V モツケ、アキグミ、ヤ 7 ヤ| すべぎ植物と UJ林組物の若干につきてづ考察せん。
ナギ、ハギ、ニガイナゴ、ノヤナギ、サノレトリイパ| 筑ーに阿蘇特辛というべきもの有りやとい弓にーも
ラ等にして千メートル前後よりとヤ r キリνマ少し普| 之なくた r 九州にては唯一の産地なりと云うべく我国
通草本の中にイタドリ、ロクオンサウ、ヒロハノヤマ| 純物分布上に注意すべきもの前記千町無田火口原に生
ヨモギ、アソノゴギリサウ、ツクνアザミ、ツクνタ| ずる 1 ゴνギク、ホソパリンダウ、過実にありたる 2
7 パワキ、 ( 九百メートノLj当lれた渓谷あり) マヒヅノレ| ヅガνノ¥ 外輸山地部の裾野に生ずるヲゲラセンノウ
サク、キヲ V マガザヤス、カリヤスモドキ、 νヨウジ I ':1'央火J ! l'界中の千里浜、 11):川畑、! 日火口原等に還するヒ
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ラヰを手く。ベまも、ヒヲヰは丙; . ' r ¥ ; 外輪山の山 tRfR太地
方の白山河川に生ずると共に望筏竹田よりも下流久住
既野とも見るべき所にも分布するを知る其他にも之
なきを保せず前の三者につきて今日之を産せずるも過
長はいかどなりしか、其! 白の分千li上注意すべき植物は
久住山章、由:{rj山妻、と +1とに広ぐ管ーするか或は久住山
棄に接近する部分に之を有するを常とするを更れどす
べて久住山委; に由来せりと考ふるを穏当なりとす。
中央火山帯の中部山腹にあるツクνタマパウキは久

住山地繋の千町無間にあり、岡市に産するヒゴνヲン
は久住山棄と由布山索とを連続する山地にあり、叉問
所に産するリウキンクワとサクラサウ( 外輪山地部に
多し) とは久住山棄の山麓に多し背中ヒプνヲンは満
鮮系の植物にして其他も類縁の近きものか芳しくは同
系由来と見るべきものなり。
全山に広く散布するアソノゴギワサウ、ヒロハヤマ
ヨモギ、マヅム乙/ サウ、 トモヱサウ、イタチサ、ゲ、
クサフヂ、ツノレブヂパカマ、オホパケサブヂ、ノハナ
ジヨウプと外輪山全部に亘りて生ずる、イチゲキスミ
レ、ツνマ、ゴナ、マ、コナ一種、コウリシクワは久
住山薫を中心として東は由布山葉其他に西は阿蘇山に
九州中部火山地常を連ねて分布する所のにしてイテゲ
キスミレは明かに満鮮系の植物なり、高地主として中
央火山苦手に産して九州特産とすべきミヤマキリ νマ、
ツクνヒゴタイ、ツクジアザミ、ツク乙/ ゼリ、キリ v
マガリヤス等を共有するはいうまでもなし。
外輸の北部より東部にあたりて生ずる、 ハナジノ

ブ、ノレリヒゴタイ、カラマツサウ、ヒメトラノヲ一
種、キリシサウ、タチフウロ、 νヲン、ヤツνロサウ
は久住山繋苦しくは其山哲帯にあり或は白布山葉其他
に連なる、計中ノレリヒゴタイ、 νヲシ、ヤツジロサ
ウ、ハナνノプは明かに滞鮮由来の担時! なるう1、前者
に広〈、 V ヲシは久住山の四回にヤツνロサウは久住
山棄に、ハナジノブは続〈地方にあり外輪山の地部に

ある、 νムラニシジシ、ホクチアザミ、シラヒゲサ

ウ、乙/ ゴクブウ口、ノレリイチゲ、 !-tt、% にある、イプキ
トラノヲは夕、住山葉苦くは由f I i 山経まで産するものな
り背中ホクナアザミは満鮮由来の植物にして関西地方
に散点す。
久住山繋には阿蘇山に見ぎる苦干の分布日主意すべ
き恒物ありエヒメアヤメ( 由布山嚢にも多し) イプキ
ワニグチ( 由来山煮もあり) サクラスミレ、タチスミ
レ、フ' ンゴパクフウ、レシリサウ、ブキヤミツバ、ク
ガイサヲー胃、オホツノレカメパサウ、ゴケモモ、ツクν
サラサドウダシ、オヒョウニ γ、ヱソ' ヱノキ等是なり、
ヱヒメアヤメ、オホツノレカメパサクは明に満蘇烹のも
のなり、本川、l中南守sに産せずしてl叱地にあり、或は特
有と芳ふるも可なり。
因にしるす阿蘇Hh摂帯以芳の九州南郡山脈中にある

杭物の主なる要素は四国に連絡するもの? として上記と
は其由来を異にす。
此等を併せ考ふれど稿鮮由来其他のものは中部火山

地帯のものは久住山震を中心として分布するを知るべ
く阿蘇山棄の植物は久住山繋をへて由来せしと断ずる
も可ベし。而して仕等山地のや直物中i官鮮字、のものは勿
論、共他のものも四国高山になくして此地方にあり而
も中国に連絡するもの多きより考ふれど中国経由の北
烹山地植物は四国経由のものに比して多きを知るべ
し。之を比較して其由来と生態を察すれど興味ある事
実を発見すべし。
山林植物につきでは外輪山の西北部按岳の渓谷、筑

豊山脈に近きところには之に分析了1 : の連絡を有する植
物あり、ムクロジ、 V 乙/ ラシ、クロタキカヅラ、アヲ
カグラ、ハ乙/ IJ ドコロ、ヤマホ、ヅキ、キパナチゴユ
リ、ヒメナペワリ、イハヤνダの在日き南系骨子を有
するを珍とす、叉ヲトコヲミナへνの如き種類を生じ
たると寄とすべし、タt -itr命rlJの丙南部下部には九州南部
山脈に買る種々の分子を包積す、ブヅキナウ、ヤハズ

アヂサヰ、オホモミヂガサを珍とす。
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